
旧高戸家住宅 

指定区分 県指定重要文化財（建造物）

読みかた きゅうたかどけじゅうたく

所在地 浅口市鴨方町鴨方

指定年月日 平成10年3月24日

解説

江戸時代前期の建築。棟札から貞享４年
(1687)に修理されたことが判明している。
桁行十間、梁間四間半、入母屋造、本瓦
葺。外壁は漆屋造である。建物は、中二階
建の｢みせ｣の部分を主体構造とし、これに
おち棟造の平屋建の｢ざしき｣部分を取りつ
けたもので、小屋組は束立構造と登り梁構
造を併用している。｢みせ｣の架構、軸組、
天井、建具等には均整のとれた意匠と技
術をみせている。高戸家は、屋号を奈良屋
と呼び、鴨方藩の庄屋を世襲していた。

アクセス方法 鴨方ICから車で約5分

公開状況
入館9:00～16:30，入館料必要，休館：月
曜，祝日の翌日，年末年始など

設備

備考



していくぶん
（指定区分）

県指定重要文化財（建造物）

ぶんかざいめい
（文化財名）

旧高戸家住宅

よみかた きゅうたかどけじゅうたく

しょざいち
（所在地）

浅口市鴨方町鴨方

していしたひ
（指定した日）

平成10年3月24日

せつめい

しょうゆなどを製造（せいぞう）、販売（はん
ばい）していた江戸時代前期（えどじだい
ぜんき）の商家（しょうか）の建物（たても
の）です。高戸家（たかどけ）は鴨方藩（か
もがたはん）の村役人（むらやくにん）も務
（つと）めていました。屋根（やね）の骨組
（ほねぐ）みに特徴（とくちょう）があります。
現在（げんざい）は「かもがた町家公園（ま
ちやこうえん）」として、公開（こうかい）され
ています。

きっずページ


